






問３ 中和滴定に関する次の記述について, 下の問い(�・�)に答えよ｡
食酢中の酢酸の濃度を求めるため, まず, 食酢 10�0��を器具�を用いて器

具�にとり, 蒸留水を用いて 10 倍にうすめた｡ 次に, うすめた食酢 10�0��を
器具�を用いてコニカルビーカーにとり, フェノールフタレイン溶液１～２滴
を加えた後, 器具�を用いて 0�10�����の水酸化ナトリウム水溶液を滴下した
ところ, 溶液の変色までに 7�0��を要した｡� 器具�～�のうち, 操作の前に蒸留水で洗い, ぬれたまま使用してもよい
ものはどれか｡ 最も適当なものを, 次の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ３

① �のみ ② �のみ ③ �のみ ④ �と�
⑤ �と� ⑥ �と�� この食酢中の酢酸のモル濃度として最も適当な数値を, 次の①～⑤のうちか

ら一つ選べ｡ ただし, 食酢にふくまれる酸は酢酸のみとする｡ ４ �����
① 0�014 ② 0�070 ③ 0�14 ④ 0�70 ⑤ 1�4

問４ 次の化学反応式①～⑤のうちで, 下線部の物質が還元剤としてはたらいている

ものを一つ選べ｡ ５

① ��� ＋ �� ＋ ���� ����� ＋ ���
② ��� ＋ ���� ���� ＋ ��
③ ���＋ ��� �����
④ ���� ＋ ��� ＋ ����� ����� ＋ �� ＋ ����
⑤ ��� ＋ ����� �� ＋ ���� ＋ ���
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問５ 電気分解に関する次の記述ア～ウの正誤の組合せとして正しいものを, 下の①

～⑧のうちから一つ選べ｡ ６

ア ２本の白金電極を用いて塩化カリウム水溶液を電気分解すると, 陽極から塩

素が発生する｡

イ ２本の白金電極を用いて希硫酸を電気分解すると, 陰極から水素が発生する｡

ウ ２本の銅電極を用いて硫酸酸性硫酸銅水溶液を電気分解すると, 陽極から酸

素が発生する｡
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ア イ ウ

① 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

⑦ 誤 誤 正

⑧ 誤 誤 誤



第３問 次の各問い(問１～５)に答えよ｡ [解答番号 １ ～ ６ ] (配点 25)

問１ ハロゲン単体に関する記述として誤りを含むものを, 次の①～⑤のうちから一

つ選べ｡ １

① フッ素は, 水と激しく反応して酸素を発生する｡

② 塩素は, 赤熱した銅と激しく反応する｡

③ 臭素は, 大気圧下・室温で液体である｡

④ ヨウ素は水によく溶ける｡

⑤ ヨウ素の固体は昇華性である｡
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問２ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を用いてアンモニアを発生させ

る実験に関する次の問い(�・�)に答えよ｡� 次の実験装置ア～カについて, 気体発生部分と気体捕集部分の組合せとして

最も適当なものを, 下の①～⑨のうちから一つ選べ｡ ２

� アンモニアの乾燥剤として最も適当なものを, 次の①～④のうちから一つ

選べ｡ ３

① 濃硫酸 ② 十酸化四リン ③ ソーダ石灰 ④ 塩化カルシウム
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気体発生部分 気体捕集部分

① ア エ

② ア オ

③ ア カ

④ イ エ

⑤ イ オ

⑥ イ カ

⑦ ウ エ

⑧ ウ オ

⑨ ウ カ

ア イ ウ

エ オ カ



問３ ��あるいは��に関する次の記述ア～エについて, ��のみに当てまるものを
選んだ組合せとして最も適当なものを, 下の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ４

ア 単体は冷水と反応する｡ イ 水酸化物は水に溶ける｡

ウ 硫酸塩は水に溶ける｡ エ 特有の炎色反応を示さない｡

① アとイ ② アとウ ③ アとエ ④ イとウ

⑤ イとエ ⑥ ウとエ

問４ 銅に関する記述として誤りを含むものを, 次の①～⑤のうちから一つ選べ｡

５

① 銅は希硫酸とは反応しないが, 熱濃硫酸とは反応する｡

② 銅の電解精錬では, 銅よりもイオン化傾向の小さい不純物の金属は陽極泥と

なる｡

③ 青銅は銅とスズの合金であり, 人類によって古くから利用されてきた｡

④ 銅の酸化物は高温の水素を用いて還元することができる｡

⑤ 銅(Ⅱ)イオンは硫化物イオンと反応して, 青色の沈殿を生じる｡
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問５ 金属イオン��＋����＋����＋を含む水溶液から, 図１の操作により各イオンを
分離した｡ この実験に関する記述として最も適当なものを, 下の①～⑤のうちか

ら一つ選べ｡ ６

① 沈殿アは熱湯に溶解する｡

② 沈殿イは過剰な量の水酸化ナトリウム水溶液に溶解する｡

③ ろ液ウに炭酸アンモニウム水溶液を加えると白色沈殿が生じる｡

④ 操作�で希塩酸の代わりに希硝酸を用いてもよい｡
⑤ 操作�でアンモニア水の代わりに硫化水素水を加えてもよい｡
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図 １

��＋, ���＋, ���＋
ろ 液沈殿ア

操作�, 希�����
操作�, �����

沈殿イ ろ液ウ



第４問 次の各問い(問１～６)に答えよ｡ [解答番号 １ ～ ６ ] (配点 25)

問１ 炭素の質量組成が 85�7％の炭化水素がある｡ この炭化水素は標準状態下で気
体であり, その密度は 2�5���であった｡ この炭化水素の分子式として最も適当
なものを, 下の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ただし, 原子量は�＝1, �＝12 と
する｡ １

① ���� ② ���� ③ ���� ④ ����
⑤ ���� ⑥ �����

問２ 次の条件�・�の両方に当てはまる炭化水素の構造式を, 下の①～⑤のうちか
ら一つ選べ｡ ２� 分子中のすべての炭素原子が常に同一平面上に固定されている｡� 幾何異性体が存在する｡

① ���＝��� ② ������＝��� ③ ������＝������
④ ���＝���������� ⑤ ������＝����������

問３ 次のア～エのアルコールのうち, 酸化するとケトンになる組合せとして最も適

当なものを, 下の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ３

ア 1�ブタノール イ 2�ブタノール ウ 2�メチル�1�プロパノール
エ 2�プロパノール
① アとイ ② アとウ ③ アとエ ④ イとウ

⑤ イとエ ⑥ ウとエ
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問４ 分子式������で表される有機化合物のうち, 水に溶けにくく, 加水分解す
ると銀鏡反応を示すカルボン酸が得られるものは何種類あるか｡ 最も適当な数値

を, 次の①～⑤のうちから一つ選べ｡ ４ 種類

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

問５ ベンゼンに関する記述として誤りを含むものを, 次の①～⑤のうちから一つ選

べ｡ ５

① 分子内の炭素原子の位置は正六角形になっている｡

② 炭素原子間の結合距離は単結合より短く, 二重結合より長い｡

③ 分子内のすべての原子は同一平面上にある｡

④ 置換反応より付加反応の方が起こりやすい｡

⑤ 空気中で燃やすと多量のすすが出る｡
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問６ 次の化合物ア～オに関する下の記述�・�に当てはまるものの組合せとして最
も適当なものを, 下の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ６

� 塩化鉄(Ⅲ)を加えると呈色する｡� 加熱すると無水物になる｡
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� �
① ア ウ

② ア エ

③ ア オ

④ イ ウ

⑤ イ エ

⑥ イ オ
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